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1．はじめに 

 

現在我が国では，地域活性化に向けた観点からも観

光が注目されている．政府も，観光客誘致に向けた取り

組みの１つとして，ビジットジャパンキャンペーン等

様々な取り組みを実施している． 

一方，世界外航クルーズ協会(CLIA)１)によれば，2008

年の世界のクルーズ人口は，約 1300 万人いるとされる．

特に近年，欧米ではクルーズ観光が堅調に増加しており，

今後も成長が期待される．一方，国土交通省の調査２)に

よれば，我が国のクルーズ人口は約 18 万人と少ない．

しかし，近年は増加傾向にあり，今後は，団塊世代の大

量退職に伴い，成長が見込まれている(図‐１)． 

しかしながら，現在の我が国のクルーズ観光に関す

る研究は，データ制約もあり，ほとんど行われていない

のが現状である．その為，クルーズ客船誘致等の施策の

効果を定量的に把握することは困難である． 

そこで本研究では，クルーズ船の寄港による地域経

済振興の可能性を検証する事を目的とする．はじめに，

外航クルーズ船の外国人旅客を対象にアンケート調査を

実施した．次に，得られたデータを用いて，寄港地での

行動特性を把握した．更に，産業連関分析を適用し，旅

客の消費活動が及ぼす地域経済波及効果の計測を行い，

クルーズ船の寄港による地域経済振興の可能性を検証す

る．また，本研究では，神戸市みなと総局の方に近年の

クルーズ動向に関するヒアリング調査も併せて実施した．  

 

２．既往研究 

 

本研究では，クルーズ旅客の寄港地での消費行動の

把握，その消費による経済波及効果の計測の２点を主眼

とした．そこで本章では，まず，観光消費行動に着目し

た事例をレビューし，観光旅客の消費行動を把握する．

次に，クルーズ観光に関する研究をレビューし，既往研

究の論点を整理する．最後に，クルーズ船寄港時の経済

波及効果に着目した研究のレビューを行い，本研究の位

置づけを整理する． 

 

（１）観光旅客の消費行動に関する調査 

観光旅客の消費行動を調査した例として，東京都３），

京都市４），神戸市５）がある．これらの調査では，各々

の都市に訪問した観光旅客に対して，アンケート調査を

実施し，１日の消費額，訪問地，来訪目的，旅行形態等

の調査を行い，観光による年間の経済波及効果を計測し

ている．表‐１に，各地域の観光旅客の消費額単価を示

す．神戸市，京都市，東京都の日本人旅行客は，日帰り

客で，7,000～8,000 円程度，宿泊客で，30,000 円前後

と，ほぼ同程度の消費を行っていた．一方，東京都を訪

れた外国人旅行者の消費額は，日帰り客で 24,538 円，

宿泊客で109,747円であり，日本人と比べ非常に大きい

消費を行っていた． 

 

（２）クルーズ観光に関する研究 

クルーズ観光に関する既往研究としては，供給サイ

ド，需要サイドの２つの視点がある．供給サイドに視点

をおいた既往研究として，小島６），臺７），池田ら８），

藤生ら９）がある．小島は，クルーズ観光誘致に向けた

港の新たな整備の方針，及び必要条件等を整理している．

 

図‐1クルーズ人口比較 
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また臺は，北米のクルーズマーケットを対象にして，そ

の動向の経年変化を示している．池田らは，料金，期間，

船酔い指標，クルーズの認知度を説明変数に採用して，

日本におけるクルーズ客船の需要予測手法を提案し，大

型クルーズ船の就航可能性について分析している．藤生

らは，入手可能なクルーズ船に関する統計データを用い，

我が国に寄港する外航客船の寄港実態を分析している．

一方，需要サイドに視点をおいた研究として，荒牧ら 10）

の研究がある．荒牧らは，クルーズの観光客に対してア

ンケート調査を実施し，寄港地の魅力度をＡＨＰによっ

て定量的に把握している． 

 

（３）クルーズ船寄港時の経済波及効果に関する研究 

クルーズ船寄港時の経済波及効果を計測している調

査・研究として，尾崎ら 11），福岡市 12），横浜市 13）が

ある．尾崎らは，釧路港に“ぱしふぃっくびーなす”と

“飛鳥Ⅱ”が寄港した際，福岡市は，“コスタ・クラシ

カ号”が寄港した際に，それぞれ旅客及びクルーにアン

ケート調査を実施し，経済波及効果を計測している．な

お，これらはすべて産業連関分析を用い，第２次波及効

果まで計測している．表‐２に各都市で計測された経済

波及効果を示す．なお，波及効果はすべて，１人・１日

当たりで表記した．また，乗船人数の記載のなかった港

は，船の定員人数を用いて算出した．福岡市では，“コ

スタ・クラシカ号”の寄港により，3.2(万円/1 人・1

日)，釧路港では，“飛鳥Ⅱ”の寄港で1.8(万円/1人・

1 日)，“ぱしふぃっくびーなす”で 1.2(万円/1 人・1

日)の経済波及効果が計測されている．また，横浜港で

は，ワールドクルーズ，42.4 (万円/1 人・1 日)，国内

クルーズでは7.3(万円/1 人・1 日)と試算されている．

なお，横浜港の波及効果が突出して大きいのは，横浜港

での試算のみに，入港料や給油・船用品などが含まれて

いる為だと考えられる． 

以上，既往研究をレビューしたところ，本研究と同様，

寄港地でのクルーズ旅客の消費活動による地域経済波及

効果を計測している事例が確認された．しかしながら，

寄港する地域や船により，消費行動は異なると考えられ，

情報の蓄積が必要な段階であると考えられる．また，こ

れらの調査はすべて，調査を行った市や県のみの消費し

か考慮しておらず，近隣地域の波及効果までは考慮して

いない． 

 

３．アンケート調査 

 

 本研究では，クルーズ客船の寄港による経済波及効果

の計測を目的として，クルーズ旅客及びクルーにアンケ

ート調査を実施した．アンケート調査概要を表‐３に示

す．アンケートは，コスタ・クラシカ号のアジアツアー

中の寄港地(上海⇒長崎⇒東京⇒神戸⇒那覇⇒キールン

⇒香港)である神戸港で実施した．図‐２にアンケート

調査票の例を示す．質問項目は，産業連関分析を用いた

経済波及効果の計測を念頭に置き，乗船客１人あたりの

１日の消費額，訪問都市，滞在時間，個人属性，オプシ

ョナルツアーへの参加の有無の５つの項目とした． 

クルーズ客船の乗船客は，24 時間船からの出入りは

自由である．そして，オプショナルツアーの主な行き先

表‐１ 各地域の消費額単価          表‐２クルーズ船の寄港による経済波及効果 

  
 

表‐３ アンケート調査概要 

   

                                 図－２ アンケート調査票 

 

日帰り客(円) 宿泊客(円)
8,927 34,093
7,181 29,813

都内在住者 7,743 36,217
道府県在住者 8,903 36,497
外国在住者 24,538 109,747

都市名

東京都(平成20年)

神戸市(平成21年)
京都市(平成20年)

港名 船名 乗船人数(人) 経済波及効果（万円）
経済波及効果

(万円/1人・１日)
福岡市 コスタ・クラシカ号 1,362 4,400 3.2

ぱしふぃっくびーなす 900 1,100 1.2
飛鳥Ⅱ 1240 2,245 1.8

ワールドクルーズ 500 21,184 42.4
国内クルーズ 500 3,631 7.3

釧路港

横浜港

1日目 10月17日（土）:PM 1:30～PM 9:00

2日目 10月18日（日）:AM 6:00～PM 6:00

神戸港　ポートターミナル内

旅客 1091名

クルー 570名

旅客の下船時にアンケート票を配布
し，乗船口付近の回収箱または，調
査員への直接手渡しにより回収

1690枚
1日目 233枚
2日目 321枚

554枚
33%

配布枚数

回収枚数

合計
回収率

日時

場所

被験者

調査方法



は，神戸，大阪，京都，奈良，広島方面であり，ツアー

への不参加者は自由行動をとる．また，休憩中のクルー

も観光に出かけることが可能である． 

配布枚数が旅客数を上回る理由は，１日当たりの消

費額を質問した為，停泊中の２日間ともアンケートに回

答しているサンプルがあるためである．  

 

４．クルーズ旅客(回答者)の特性 

 

（１）個人属性 

クルーズ旅客の個人属性を図-３～６に示し，それぞ

れ考察する．図-３にクルーズ旅客の性別を示す．男女

の割合は，ほぼ半分ずつである事がわかる．図-４にク

ルーズ旅客の国籍を示す．旅客の国籍は，イタリアが

25％と最も多く，続いて，スペイン，フランス，ＵＫと，

ヨーロッパ国籍の旅客が中心であった．一方，今回の出

発港である中国からの旅客は６％であった．図-５に，

クルーズ旅客の年齢構成を示す．50～80歳が全体の約

75％を占めている．また，平均年齢は，57.8歳であった．

この結果から，旅客の中心は高齢層である事が考えられ

る．図-６にクルーズ旅行の経験回数を示す．経験回数

が３回未満の旅客が約27％，3～6回未満の人が約25％と

なっており，全体の半分を占めている．また，１人当た

りの平均旅行回数は6.6回であった．この結果から，ク

ルーズ観光はリピーター率の高い観光形態であることが

考えられる． 

 

（２）旅行形態の基礎特性 

クルーズ旅客の旅行形態を図-７，８に示し，それぞ

れ考察する．図-７に旅行人数を示す．２人組での参加

が，57％と全体の半分以上を占めている．一方，４人以

上の参加も約30％を占めている．平均旅行人数は2.6人

であった．図-８にクルーズ観光の予算を示す． 20万円

未満と答えた人が，半数を占めている一方，50万円以上

と答えている人も14％存在した．１人当たり平均予算額

は25万2789円であった．クルーズ旅客の予算は，通常の

観光よりも多く見積もっている否かは，今後検討する必

要がある．なお，この予算はクルーズ料金以外の観光に

使われる予算を示している．  

 

（３）訪問地及び滞在時間に関する行動特性 

クルーズ旅客の訪問地及び滞在時間に関する特性を

図-９～11に示し，それぞれ考察する．クルーズ客船は，

寄港地での観光ツアーを船内で事前に募集していること

が少なくない．今回，神戸港に寄港したコスタ・クラシ

カ号も神戸港へ寄港した際の観光ツアー（オプショナル

ツアー）を船内で事前に募集していた．オプショナルツ

アーに参加したクルーズ船客は，アンケート回答者の約

半数であった． 

図-９にクルーズ旅客の訪問地割合を示す．神戸・大

阪・京都で全体の88％を占めている．一方，六甲/有

馬・奈良へも合わせて10％程度訪問していることが明ら

 

図‐３ クルーズ旅客の性別(N=548) 図‐４ クルーズ旅客の国籍(N=527) 図‐５ クルーズ旅客の年齢構成(N=543) 

 

   

図‐６ クルーズ旅行経験回数(N=521)  図‐７ 旅行人数(N=535)    図‐８ クルーズの予算(N=465) 
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かとなった．図-10に訪問地別滞在時間を示す．神戸，

大阪の６時間以上の滞在時間割合は，それぞれ，17％，

14％であるが，京都の６時間以上の滞在時間割合は72％

であり，京都の滞在時間は、神戸，大阪の滞在時間に比

べて長い．図-11にオプショナルツアーへの参加目的を

示す．「歴史的な建物の見学」との回答が37％，次いで

「買い物」との回答が20％である．これら２つの目的で，

全体の57％を占めている．これは，神戸・大阪・京都に

点在する世界的に有名な歴史的建造物の見学や織物，陶

器など我が国独自の文化に触れる機会を求めて下船して

オプショナルツアーに参加したものと考えられる．一方

で，「景色鑑賞」や「博物館見学」との回答も約30％を

占めている． 

以上より，クルーズ旅客の訪問地及び滞在時間に関

する特性を考察した．神戸に寄港した旅客は，京都，大

阪そして奈良など，神戸だけでなく様々な地域に訪れて

いた．これは，神戸市港湾局のヒアリングの中で伺った

「神戸は，京都や大阪の玄関口としての役割を果たして

いる」との見解と一致している．それから，外国人旅客

は，歴史的な建物の見学や景色観賞などがアンケート結

果の上位に挙がっており，我が国独自の文化や風景を楽

しむ事が主な訪問目的になっている事が考えられる． 

 

（４）消費活動に関する行動特性 

クルーズ旅客の消費活動に関する行動特性を図‐12

～図‐14に示し，それぞれ考察する．図－12に観光消費

額の割合(オプショナルツアーは除く)を示す．５千円未

満の観光消費が41％を占めている一方，５万円以上10万

円未満が５%，10万円以上消費した人も３％存在した．

また，旅客１人当たりの１日の消費額は,16,939円，ク

ルーと旅客別でみると，それぞれ10,555円，17,102円で

あった．旅客の方が高い消費額ではあるが，クルーも一

定の消費活動を行っている事がわかる．図－13に支出の

内訳を示す．「買い物」が約半分を占めている．この内

訳として，最も消費額が大きかったのは衣料品で36％，

次いで，電機機器19％，化粧品6％であった．一方，

「食事」，「交通費」の割合が小さい理由として，クル

ーズ旅客は原則，食事をクルーズ船内で摂ることが挙げ

られる．また，オプショナルツアーは食事代や交通費な

どが既に含まれており，クルーズ旅客個人が交通費を負

担することはほとんどないためと考えられる．なお「そ

の他消費」とは，オプショナルツアーに参加せず，自由

行動を希望したクルーズ旅客が独自にホテル・旅館を予

約して自由行動をした際の消費やお土産品以外の高額消

費などを示すが，その割合は28％と少なくない．図-14

に予算額に対する消費額の割合を示す．ここでは，消費

額が予算額を超えているサンプルは，合理的な説明が出

来ない為，分析データから除外した．５％未満が57％と

半分以上を占めている．一方，今回の寄港時に予算額の

半分以上を消費した旅客も7％存在した．今回の神戸寄

港時に予算額に対する消費額の割合の平均は，10.3％で

あった．  

以上のように，アンケートから把握することができ

るクルーズ旅客の行動特性を考察した．５千円未満とい

   

図‐９ 訪問地の割合(N=551) 図‐10 訪問地別滞在時間 (N=551) 図‐11オプショナルツアーの参加目的(N=560) 

 

  

図‐12 観光消費額割合(N=371)  図‐13 支出の内訳(N=371)  図‐14 予算額に対する消費額の割合 (N=364) 
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表‐４ 部門分類表（単位:千円） 

 

      図‐15消費額×滞在時間シェア 

 

図‐16各地域における経済波及効果           図‐17 産業別生産誘発額（兵庫県） 
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ったお土産品程度の消費活動が見られる一方，10 万円

以上といった高額な消費も見られた． 

 

５．経済波及効果の計測 

 

本研究では，地域経済振興へ繋がる可能性を検証する為

産業連関分析を用いて，経済波及効果を計測する． 

 

（１）部門分類表の作成 

部門分類表を作成するに当たり以下の 3 つの条件を

設定した． 

a)１日に訪れた訪問地が複数ある場合 

本調査では，訪問地ごとの消費額に関しては調査を

行っていない．その為，消費額を各訪問地の滞在時間シ

ェアで乗じて分配する事で，各訪問地での消費額を算出

した．図‐15にその結果を示す．本研究では，7地域に

ついての消費額データを扱っている．しかし，神戸，大

阪，京都の3地域以外は，殆ど消費が行われていない事

がわかる．その為，以降の経済波及効果の計測には，兵

庫県(神戸，姫路/淡路，六甲/有馬)，京都府，大阪府の

３県を分析対象地区とする． 

b)拡大係数について 

今回行われた消費活動におけるサンプル人数は2日

間で416名である．また，旅客とクルーの乗客人数は１

日で1661人である．乗客人数を２日間に直すと3322人

となる．乗客人数/サンプル人数より，拡大係数(7.985)

とし，今回行われた消費活動に乗じて拡大した． 

c)オプショナルツアーの消費分配について 

 オプショナルツアーについては，すべて兵庫県の旅行

会社への消費と考え，兵庫県の消費データとした． 

以上の仮定のもとに算出した部門分類表を表-４に示

す．但し，今回の計測では，旅客の消費額とオプショナ

ルツアーの金額のみを考慮しており，入港料や物資の供

給，船の維持管理に必要な費用については考慮していな

い． 

 

（２）経済波及効果の計測 

本研究では，産業連関分析を用いて経済波及効果を

計測した．なお，波及効果は第二次波及効果まで計測し

た．計測結果を図-16，17に示す． 

 図‐16 に，各地域の経済波及効果の計測結果を示す．

今回のクルーズ船の寄港による経済波及効果が最も大き

かった地域は，兵庫県の6,371万円であった．次いで京

都府の2,711万円，大阪府1,868万円であった．合わせ

て 1 億 950 万円の経済波及効果が計測された．図‐17

に，兵庫県の産業別生産誘発額を示す．運輸，対個人サ

ービスの２部門で全生産誘発額の約 60％を占めている．

また，商業や不動産といった，消費活動が行われていな



表-５ 観光消費額単価 

 

 

表-６ 各港との経済波及効果の比較 

 

 

 

 

日帰り客(円) 宿泊客(円)
8,927 34,093
7,181 29,813

都内からの旅行者 7,743 36,217
道府県からの旅行者 8,903 36,497

外国人旅行者 24,538 109,747

ツアー代含む

ツアー代除く

都市名

21,738

16,939

コスタ・クラシカ号
のクルーズ旅客

東京都(平成20年)

神戸市(平成21年)
京都市(平成20年)

港名 船名 乗船人数(人) 経済波及効果（万円）
経済波及効果

(万円/1人・１日)
福岡市 コスタ・クラシカ号 1,362 4,400 3.2

ぱしふぃっくびーなす 900 1,100 1.2
飛鳥Ⅱ 1240 2,245 1.8

ワールドクルーズ 500 21,184 42.4
国内クルーズ 500 3,631 7.3

神戸港 コスタ・クラシカ号 1,661 10,950 3.3

釧路港

横浜港

い産業にも経済波及効果が確認された． 

以上より今回の神戸港への“コスタ・クラシカ号”

の寄港(１泊２日)による経済波及効果は，１億950万円

と計測された． 

 

６．他の観光とクルーズ観光との旅客の消費行動比較 

 

 本章では，４章で示したクルーズ旅客の消費行動と２

章(１)で示した観光旅客の消費行動の比較を行う．表-

５に，観光消費額単価の結果を示す．なおクルーズ旅客

の消費額は，すべて1日分の金額である．クルーズ旅客

の消費額(ツアー代を含まず)は，神戸や京都などの日帰

り客の消費額の倍以上の消費が行われている．しかし，

外国人旅行者の消費額という視点で比較すれば，東京都

を訪れた外国人旅行者の消費額は，24,538 円であり，

クルーズ旅客の消費額は若干少ない．この原因として，

クルーズ観光は，船内で食事をとる旅行形態が影響して

いる可能性が考えられる．また今回対象としたコスタ・

クラシカ号は，カジュアルクルーズ船であり，クルーズ

船の中では，比較的リーズナブルな値段設定の船である．

今後，カジュアルクルーズ船だけでなくラグジュアリー

クラスの船との比較も行う必要がある． 

表-６に，今回の経済波及効果と他の港での経済波及

効果との比較を示す．今回の“コスタ・クラシカ号”の

寄港の経済波及効果は，3.3(万円/1 人・1 日)であった．

同じ“コスタ・クラシカ号”が寄港している福岡港は

3.2(万円/1 人・１日)であり，ほぼ同じくらいの波及効

果であった．また，国内クルーズの寄港である“ぱしふ

ぃっくびーなす”や“飛鳥Ⅱ”と比較すると，今回の神

戸港への寄港の方が波及効果の大きいことが分かる．こ

の事から，外航クルーズ船の寄港の方が，より大きな経

済波及効果を期待できる可能性が高い． 

 

７．まとめ 

 

 今回行われたクルーズ旅客の経済波及効果は，兵庫県

の 6,371 万円，京都府の 2,711 万円，大阪府1,868 万円

であった．この結果から，今回の“コスタ・クラシカ号”

(１泊２日)がもたらす経済波及効果は約1億950万円で

あった．また，クルーズ船の寄港により，港の隣接地域

にも経済波及効果があったことも明らかとなった．以上

より，外航クルーズ船の寄港は地域観光振興に資する可

能性が検証された． 
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